
　近年、企業・地域・行政などが協働し、認知症の方が
社会参加できる仕組みづくりや環境整備を進めています。
　その取り組みの一つが「スローショッピング」です。市内
のスーパーマーケット「マックスバリュ」では、物忘れなどで
買い物に不安がある方も安心して買い物ができるようボ
ランティアの方がサポート。会計は、ゆっくり焦らず対応す
る「おもいやりレジ」で、安心して支払えます。また、同伴し
た家族も、カフェスペース（おもいやりcafe）でゆっくりくつ
ろぎながら、他の家族とも交流できます。 

　一般的なスーパーマーケットで
は、商品の案内表示が、認知症の方
や高齢者、子どもにとって確認しに
くい高い位置に掲示されています。
そこで、マックスバリュ鈴鹿店では、
試験的に商品の案内表示を床面
に設置し、商品がどこにあるかを
分かりやすくすることで、誰もが買
い物しやすいようにしています。

認知症フレンドリーな地域づくり

自分のペースでお買い物！

スローショッピング

事業者の声

　利用する方にゆっくり支払
いをしていただくため、「お
もいやりレジ」を設けました。
私たちも他のお客様の目を
気にせず安心して対応するこ
とができています。
　この取り組みが広がること
で、誰もが安心して買い物がで
きるまちになると良いですね。 

 

 

 

 佐藤 依美 さん
さ と う え み

マックスバリュ鈴鹿店 店長

利用者の声

　レジでお金を取り出すの
に時間がかかり、焦ってし
まうことがあります。でも、
「おもいやりレジ」であれば
店の方が優しく協力してく
れるので、安心して利用で
きます。ボランティアさんの
気配りも助かっています。 

◀

スローショッピング（マックスバリュ鈴鹿店）

買い物支援カフェコーナーで交流

おもいやりレジ本市
発祥!

▲床面表示
　（マックスバリュ鈴鹿店）

　おもいやりレジやスロー
ショッピングなど、認知症
の方を含む誰にも優しい
地域の仕組み作りに参画
するスーパーマーケットや
薬局などが、パートナーと
して「認知症フレンドリーシ
ティ鈴鹿」ののぼり旗を店
先に掲げています。

「床面表示」で誰もが買い物しやすく

市内のマックスバリュ7店舗
スーパー名門
イオン鈴鹿店
市内のスギ薬局7店舗
ホリ薬局 

  大面 宏 さん（87歳）
おおつら ひろし

「認知症フレンドリーシティ鈴鹿」パートナー
パートナー登録店舗

スローショッピングの申し込みは、
認知症初期集中支援チーム（  367-7770）へ

ご連絡ください。

▲のぼり旗

地域の応援者を増やす取り組み

天名小学校 6年生の皆さん

オレンジ
リング

ゲットし
ました！

居場所づくり

　本市は、誰もが住み慣れた地域で自分らしく希望を持って暮らし続け
ることができるまちを目指して、令和4年12月9日に「認知症フレンドリ
ーシティ鈴鹿」を宣言しました。認知症の方を含む
市民一人一人が、個性と能力を十分に発揮し、相
互に人格と個性を尊重しつつ支え合いながら共生
する、活力ある鈴鹿市を目指します。 

齢化の進展とともに認知症の方の数が増加しており、
本市の65歳以上のおよそ10人に1人が認知症と診断
されています。

　また、認知症の生涯罹患率は約50％といわれており、およ
そ2人に1人が認知症になる可能性があります。
　認知症による症状は人によってさまざまで、できることも違い
ます。まずは、認知症のことを正しく理解した上で、認知症の方
とともに安心して暮らせる地域をみんなでつくることが大切で
す。
　本市は、認知症の方と家族の視点を重視しながら、医療
と介護の関係者はもちろん、地域住民、団体、学校、事業者
などあらゆる立場の方々の参加により、「認知症フレンド
リーシティ鈴鹿」を推進しています。

高

オレンジカフェ「おひさま」の様子

　病気や障がいなどのさまざまな原因によっ
て、記憶や判断などを行う脳の機能（認知機
能）が低下し、日常生活や仕事に支障をきたす
ようになった状態のことをいいます。認知症は
早期発見、早期診断、早期対応が重要です。 

認知症 とは？

右のQRコードからスマート
フォンで認知症の簡単チェ
               ックができます。 

認知症の簡単チェック

認知症フレンドリーシティ鈴鹿

◀

認知症サポーターキャラバン
マスコットキャラクター「ロバ隊長」

認知症サポーター養成講座

▲令和5年度認知症サポーター養成講座の様子（天名小学校）

鈴鹿市認知症初期集中支援チーム   
月～金曜日（祝日・年末年始を除く）9時～17時
神戸地子町 383-1
（鈴鹿市社会福祉センター内）
   367-7770 

認知症初期集中支援チームの
体制を変更しました

 4月1日から、認知症に関する相談窓口を一本化しまし
た。これまで鈴鹿西部・北部・南部認知症初期集中支
援チームで受けていた相談は、下記で受け付けます。 
名　　称

受付時間

開設場所

問 合 せ

　本市は、認知症の症状や行動などを理解し、認知
症の方への関わり方を学ぶ「認知症サポーター養成
講座」を、地域の皆さんや企業などを対象に実施して
います。
　令和6年度からは、市内全小・中学校で、学校教
育のカリキュラムの一つとして講座を実施します。
　講座を受講すると、認知症を支援する目印の「オレ
ンジリング」と認知症サポーター証を交付します。

気軽に集えるカフェ
　認知症の方やその家族が気軽に集える場所で、薬
剤師など専門職の方と話ができる「認知症カフェ」
（市内15カ所で開催）や、ボラン
ティアの方が主体となって運営す
る「オレンジカフェ」（市内8カ所で
開催）があります。

　これから高齢の方が増えて
いく中で、認知症について知る
ことができて良かったです。認
知症の方に優しく接することが
大事だと思いました。 

講座を受けて  

 伊藤 希羽 さん
いとう ののは
天名小学校6年

全ての人が暮らしやすい共生社会へ

　健康管理に関するミニ講義
なども交えながら、参加される
方と楽しく対話しています。薬剤
師という立場ですが、地域のコ
ミュニティの一人として参加して
おり、認知症の方やその家族な
どが自由に集える場所になるよ
うな空間を目指しています。 

認知症カフェ「ベル」

今回の特集に関するご意見・ご感想は長寿社会課

三重県連携型認知症疾患医療センター
ますずがわ神経内科クリニック

真鈴川 聡
ますずがわ さとし

 さん

 

舘林 光亮 さん
たてばやし こうすけ

イオン薬局鈴鹿店
管理薬剤師

市ウェブサイト

※詳しくは、市ウェブサイト
　（ページ番号1003212）をご覧ください。

　認知症の症状は、人それぞれです。物忘れで始まること
が多いですが、物忘れが無い認知症もあります。「認知症」
とひとくくりにせず、一人一人の状況に合わせて対応する
必要があります。  
　認知症の方が暮らしやすい社会にするためには、認知症
の方の視点に立った取り組みが重要です。鈴鹿市が認知
症フレンドリーな地域づくりとして行っているスローショッピ
ングや床面表示は、認知症の方だけではなく、体が不自由
な方にも優しい取り組みです。
　また、認知症の方や家族な
どの地域のつどいの場である
「認知症カフェ」など、認知症
の方が気持ちよく過ごす居場
所づくりも重要です。
　認知症の方が暮らしやすい
社会は、全ての人にとって暮ら
しやすい社会であり、このような
社会になることを願っています。 

　認知症の方が増える中、人との交
流や対話ができ、支援している家族
もほっとできる大事な場所だと感じ
ています。カフェを間借りして行って
おり、非日常感が味わえると好評
です。今後、この取り組みが少しずつ
広がってほしいです。  

オレンジカフェ「レインボー」

 
前田 敏明 さん
まえだ としあき

第3圏域 
オレンジカフェリーダー

382-9886 382-7607 chojushakai@city.suzuka.lg.jp  


